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緒 言

宇治 群 島 に はケ ブカ ヤ マ トガ イや ウジ グ ン トウゴマガ イ の よ うな陸 産 固有 種

を含 め陸 ・淡水 産貝 類 が31種 生 息す るこ とが報 告 され てい る(桑 水流他　 2003)。

一方海 産 貝類 につ いて は過去 に幾 つ かの調 査 が行 われ てお り47種－154種 が生

息す る事 が報 告 され て い る(Hirata　 1953、Murayama　 &　 Hirata　1968、 桑水 流他

2003)。 地球 規模 での温 暖化 が 報告 され て い る現在 、色 々な生 物 の分布 につ いて

過 去 のデ ー タ と比較 す る事 でそ の影響 を検 討す るこ とは重要 に な って くる。そ こ

で今 回 は宇 治 群 島宇 治 島 に注 目 しそ こに生 息す る貝類 相 を調 べ過 去 のデー タ と

比較す る事 で海 産 貝類 の分布 の変 化 を調べ る事 を 目的 に し調 査 を行 った。

方 法

調査 は平成17年5月10日 に宇治 群 島の宇 治 島 にお い て行 った。 宇治 島 の海

岸 線 は切 り立 った崖 が続 い てい る。そ して港 か ら他 へ移 動す る道 も発 見 で きなか

った た め、港近 くの岩礁 を対 象域 に した。 岩礁 上 に2x2mの 方形 枠 を10個 設 置

す る と共 に、海 岸線 を歩 く事 で 貝類 の採集 を行 った。調 査 は満 潮 時 に開始 し終 了

時 は干 潮 時 に終 了 した。 採集 した貝類 は70%ア ル コール に 固定 し実 験 室 に持 ち

帰 り種 の 同定 を行 った。

結 果 と考 察

観察 され た 貝類 は10科17種 に及 ん だ。 以下観 察 され た貝類 を記 述す る。 ヨ

メ ガカ サ科 ベ ッ コ ウガ サCellana grata、 ユ キ ノカサ ガ イ科 ウノア シPatelloida
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saccharina、 ニ シキ ウズ ガイ科 イ シダ タ ミMonodonta labio f.confusa、 サ ザエ科 コ

シ タカサ ザエTurbo stenogyrus、 アマオ ブネ ガイ科 キバ アマガ イNerita plicata、

アマ オ ブネ ガイN.alhicilla、Neritina sp.、 タマ キ ビ科 ホ ソシジ ウズ ラ タマ キ ビ

Littoraria undulata、 ア ラ レタマ キ ビNodilittorina radiata、 タカ ラガイ 科ハ ナマ ル

ユ キCryraea caputserpentis caputserρentis、 キイ ロダカ ラC.moneta、 ア ッキガイ

科 レイ シダマ シMorula granulata、 キマ ダ ライ ガ レイ シDrupa ricinus ricinus、 テ

ツ レイ シThais savignyi、 テ ツ ボ ラPurpura panama、 エ ゾ バ イ 科 イ ソ ニ ナ

Japeuthrica ferrea、 イ モガイ 科マ ダ ライモConus ebraeus。

キバ ア マガ イ は分 布 の北 限が屋 久 島 とな ってい る(奥2000)。 小型 個体 か ら大

型 個 体 ま で観 察 され た の でお そ らく ここで繁 殖 が行 われ て い る と考 え る こ とが

で き るで あ ろ う。また 、Murayama & Hirata(1968)も キバ アマ ガイ の生息 を報 告

して い る。 したが って、 この地 域 が この種 の北 限 となっ てい る と考 え られ る。一

方 、イ シ ダタ ミの分布 は北海道 南部 以南 か ら九州 と報 告 され てい る(奥 谷2000)。

した が って、宇 治 島 は この種 の 南限 に位 置 す る と考 え られ る。この よ うに宇治 島

は温 帯域 と熱 帯域 を分布 す る種 が混 じって分布 す る特徴 を持 つ と考 え られ る。

す で に宇治 群 島 にお け る海 産貝類 の調査 は い くつ かあ る。Hirata(1953)で は

106種 、Murayama & Hirata(1968)は154種 、桑水 流他(2003)は47種 を報告 し

てい る。本 調査 は最 も少 ない観 察数 で あ った。これ は、今 回の調 査 は限 定 され た

時 間 と共 に調査 域 が限 定 され て しま った た め、予備 調査 的 な もの となっ て しま っ

たた め と考 え られ る。

今 回の調 査 は観察 種数 で は最 も少 ない種 数 とい うこ とも考 慮 され るが、過 去 に

報 告 され てい る貝類 相 と大 き く異 な る こ とは なか った。従 って 、貝類 の分布 に影

響 す る環境 要 因 が近年 大 き く異 なった とい うこ とはな い と考 え られ る。 しか し、

この点 につい ての今 後 の仔細 な研 究 が必要 で あ る。
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